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研究成果の概要： 

スポーツ領域の「才能」は生得的な遺伝的要因によるのではなく練習と指導の過程を経て獲得
されるものである点を解明することが本研究の目的である。研究の結果，指導者による練習の意
識的な場づくり，指導者・家族・仲間等による選手の自立化を促すかかわり，及び選手の熟達化
過程に応じ基礎的な技能から応用的な技能，更には選手の個性に応じた技能の創造に至るまで幅
広く展開される指導的な作用，が才能育成において重要な役割を果たしている点が明らかとなっ
た。 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学 ・ スポーツ科学 
キーワード：スポーツ心理学 
 
１．研究開始当初の背景 

日本における才能に関する研究は国際的
な才能研究の中でも立ち遅れており，スポー
ツ選手の才能発掘の問題や，卓越したパフォ
ーマンスを発揮する選手の育成の問題，更に
はエキスパートを育成する指導のあり方の
問題等，多くの問題が山積している。  

スポーツ選手の才能の開花には多様な因
子が相互に影響しあって関与する極めて複
雑な現象である。しかし多くの研究は遺伝的
な要因の分析結果や生理的な特徴に基づい

た分析が主であり，選手の心理的体験の視点
から才能が開花する過程を直接解明した研
究は皆無であった。したがって，才能を，あ
る一部の人々に固有な遺伝的特性として捉
え，その特性をいかに早期に発見し可能な限
り早期に専門的練習を開始し，莫大な練習量
を蓄積するといった研究が多く，全ての人々
に才能育成の可能性を認める研究は皆無で
あった。更に，エキスパート選手の親，指導
者，環境，等についての研究・調査も事実に
関して断片的に行なわれているのみであり，



幼少期からエキスパートに至る全ての過程
における才能育成の全体を，体験の質という
内面的な視点から一連のシステムとして描
き出す研究が求められている。 
 
 
２．研究の目的 

遺伝的要因に規定されるとするスポーツ
選手の才能に対する捉え方を払拭し，新たな
概念，すなわち環境と練習のプロセスに基づ
く熟達化理論に立脚し，スポーツ選手の才能
育成モデルを構築すると同時に，そうした才
能の育成を保障する才能育成システムの開
発を行なうことが本研究の目的である。前述
したように，日本における才能に関する研究
は国際的な才能研究の中でも立ち遅れてお
り，スポーツ選手の才能発掘の問題や，卓越
したパフォーマンスを発揮する選手の育成
の問題，更にはエキスパートを育成する指導
のあり方の問題等，多くの問題が山積してい
る。そこで本研究では，スポーツ選手の才能
育成の問題を，下図のように，①選手の技能
向上，②選手の意識変容，③選手の親の養育
態度，④指導者の指導方法，及び⑤選手を取
り巻く支援的環境の変化，の５つの熟達化の
要素に基盤をおいた教授学習心理学研究に
基づき，今後いっそうのニーズが予想される
スポーツにおける新たな才能育成システム
の開発を行った。具体的には，才能の開花に
関する研究において最新の理論を提唱して
いる Ericsson による構造的練習（deliberate 
practice）理論によって解明された，熟達化
における継続的・意図的な合理的練習の構築
に着目し，ジュニアレベルからエキスパート
レベルに至るそれぞれのカテゴリーにおい
て卓越したパフォーマンスを発揮している
スポーツ選手を対象としたインタビュー調
査及び行動観察により，熟達化過程における
選手の体験の詳細について質的分析を行う。
またそれぞれの選手の親及び指導に関わっ
た全指導者を対象としたインタビュー調査
及び行動観察により，選手の熟達化に作用す
る支援的環境要因について質的分析を行う。
更には，スポーツ選手の才能発掘にたずさわ
る人々を対象としたインタビュー調査及び
行動観察により，様々な技能レベルにおける
才能発掘の問題について質的分析を行う。 

 
 
 
３．研究の方法 
選手 18 名（個人競技種目 8 名，チームスポ
ーツ種目 10 名），指導者 9 名を対象とし，熟
達化過程の体験の詳細について１対１の深
層的インタビューを行なう。具体的には，現
在あるいは過去に日本代表選手として国際
大会で入賞した選手，その指導者，及び家族

等関係者を対象とし，当該スポーツに触れた
幼少期から，現在に至るまでの体験について，
遡及的にインタビューを行なう。その際，日
記，トレーニング日誌，競技記録，大会記録
等の資料を参考にしながら，熟達化の過程を
詳細に描写していく。また，練習または試合
場面をデジタルビデオカメラにより録画し，
インタビューの際に用いる。得られた現在の
意識状態を手がかりとし，過去の練習場面及
び試合場面を遡及的にたどりながら，熟達化
過程における練習場面あるいは試合場面で
の意識状態の詳細についてインタビューに
より明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
本研究による成果として次の４点があげら

れる。第１に，スポーツにおける卓越した「
才能」獲得過程において優れた指導者が果た
す役割として，技能獲得，意識化，及び支援
的環境設定の３要素からなるメンタルモデル
が機能している点が明らかとなった。具体的
には，技能獲得に関しては，選手の熟達化段
階に応じ基礎的な技能から応用的な技能，更
には選手の個性に応じた技能の創造に至るま
で幅広い技能の指導がなされている。意識化
に関しては，選手自ら練習課題の意味を理解
し主体的に取り組むような関わりがなされて
いる点である。支援的環境設定に関しては，
選手との信頼関係の構築やチームビルディン
グ，選手やチームの心身のコンディショニン
グ，メンタリング，物理的環境設定，といっ
た，指導が有効に作用するためのしかけづく
りとしての作用である。第２点に，選手の卓
越した「才能」は，選手個人に閉じて獲得さ
れ蓄積され再現されるといった発想で捉える
のではなく，選手をとりまく環境との相互作
用として開かれた過程の視点でとられること
が重要な点である。第３に，選手の熟達化段
階や個性に応じた指導的かかわりを通して，
技能をとりまく文化・社会的価値，や運動の
文脈といった幅をもった学習が蓄積されてい
る点があげられる。第４に，指導者と学習者
との間で生起する指導的かかわりは，選手と
の信頼関係の構築といった，指導が有効に作
用するためのしかけづくりとしての環境設定
が前提となっている点である。 
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